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& DeScioli (2017) は恐れ表情とともに警告信号を提示することによって，よりそのメッセ











る。また，それと同時に Barrett ら  (2019) は知覚者ベースの表情研究の必要性を，




































Qualtrics によって作成された実験課題を行ってもらった。女性は 99 名，男性は 85 名であ
り，平均年齢は 36.92 歳 (SD = 9.04) であった。用いた刺激は現在進行中の別プロジェク





































以下のデータ解析には，統計プログラミング言語である R 3.6.1 (R Core Team, 2019) を用
いた。最後通牒ゲームにおける分配額の平均額は 152.21 円であり，SD は 76.28 であった。
『体験を有する』と判断される幸福表情と『意図的に作成された』と判断される幸福表情
で分配額が異なるかどうかを調べるために，個人と刺激の切片・傾き変量要因を含めたベ
イジアン階層線形モデルを行った。事前分布や Iteration などの設定は brms パッケージのデ
フォルトの状態で行った。Rhat は 1.1 以下であることから収束を確認した。その結果，表











その結果，分配額と再確認傾向の間に有意な相関は見られなかった (all rs < .12, all ps > .12)。
一方で『意図的に作成された』と判断される表情に関して，分配額と再確認傾向の相関分
析を行ったところ，分配額と再確認行動の間に有意な相関は見られなかった (r = .09, p 


















かった (r = -.01, p = .90)。最後に『意図的に作成された』と判断される表情に関して，分
配額と母音発話時の口の動きに対する個人の印象の相関分析を行った。その結果，二つの
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